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市 町 村 名
政務活動費の状況

条　例
○あり

交付方法 交付額（円/人、月）個人 会派
千 葉 市 ○ ○ ○ 270,000 ※1
銚 子 市 ○ ○ 25,000 ※2
市 川 市 ○ ○ 80,000
船 橋 市 ○ ○ ○ 80,000
館 山 市 ○ ○ 100,000（年額）
木 更 津 市 ○ ○ 20,000
松 戸 市 ○ ○ ○ 50,000
野 田 市 ○ ○ 22,500
茂 原 市 ○ ○ 14,000
成 田 市 ○ ○ 720,000(年額）
佐 倉 市 ○ ○ ○ 480,000(年額）
東 金 市 ○ ○ 17,500
旭 市 ○ ○ 10,000
習 志 野 市 ○ ○ 30,000
柏 市 ○ ○ ○ 80,000
勝 浦 市 ○ ○ 80,000(年額）
市 原 市 ○ ○ 110,000
流 山 市 ○ ○ ○ 40,000
八 千 代 市 ○ ○ 40,000
我 孫 子 市 ○ ○ 25,000
鴨 川 市 ○ ○ 10,000
鎌 ケ 谷 市 ○ ○ 20,000
君 津 市 ○ ○ 30,000
富 津 市 ○ ○ 10,000
浦 安 市 ○ ○ ○ 30,000
四 街 道 市 ○ ○ ○ 20,000
袖 ケ 浦 市 ○ ○ 20,000

市 町 村 名
政務活動費の状況

条　例
○あり

交付方法 交付額（円/人、月）個人 会派
八 街 市 ○ ○ 25,000
印 西 市 ○ ○ 30,000
白 井 市 ○ ○ 30,000
富 里 市 ○ ○ 20,000
南 房 総 市 ○ ○ ○ 10,000
匝 瑳 市 ○ ○ 12,500
香 取 市 ○ ○ ○ 10,000
山 武 市 ○ ○ ○ 15,000
い す み 市 ○ ○ ○ 3,500
大網白里市 ○ ○ ○ 4,150
酒 々 井 町
栄 町
神 崎 町
多 古 町
東 庄 町
九十九里町
芝 山 町
横 芝 光 町
一 宮 町 ○ ○ ○ 1,000
睦 沢 町 ○ ○ 3,000
長 生 村 ○ ○ 3,000
白 子 町 ○ ○ ○ 5,000
長 柄 町 ○ ○ 5,000
長 南 町 ○ ○ 4,000
大 多 喜 町 ○ ○ ○ 3,500
御 宿 町 ○ ○ ○ 3,500
鋸 南 町

　

地
方
議
員
の
問
題
は
、
東
京
都
議
会
で

自
民
党
都
議
に
よ
る
セ
ク
ハ
ラ
や
じ
に
端

を
発
し
た
と
も
い
え
る
が
、
そ
の
後
「
村

上
英
子
氏
（
59
）
が
女
性
初
の
都
議
会
幹

事
長
に
抜
て
き
さ
れ
、
セ
ク
ハ
ラ
問
題
の

解
決
と
再
発
防
止
に
努
め
る
と
い
う
が
、

村
上
氏
は
ヤ
ジ
が
飛
ん
だ
時
に
『
私
は
ト

イ
レ
に
行
っ
て
い
て
聞
い
て
い
な
い
』
と

答
え
て
い
た
議
員
。

　

本
会
議
中
に
ト
イ
レ
休
憩
し
て
い
た
人

が
再
発
防
止
と
は
、
女
性
を
起
用
す
れ
ば

い
い
と
い
う
浅
は
か
な
考
え
が
見
透
か
さ

れ
て
い
る
。

　

政
務
活
動
費
の
不
正
流
用
が
問
わ
れ
た

「
西
宮
維
新
の
会
」
野
々
村
竜
太
郎
元
兵

庫
県
議
（
47
）
が
号
泣
会
見
で
醜
態
を
さ

ら
し
た
が
、
地
方
議
員
の
不
祥
事
で
自
民

党
議
員
は
群
を
抜
い
て
い
る
。

　

千
葉
で
は
先
月
30
日
、
村
上
純
丈
県
議

（
51
）
が
飲
酒
運
転
で
事
故
を
起
こ
し
て

逮
捕
さ
れ
、
辞
職
。
神
奈
川
で
は
今
月
、

横
山
幸
一
県
議
（
41
）
が
、
脱
法
ド
ラ
ッ

グ
所
持
の
薬
事
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
た
ば

か
り
だ
。

　

自
民
党
・
北
海
道
民
会
議
の
小
畑
保
則

道
議
（
65
）
は
７
月
13
日
、
ド
イ
ツ
・
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
行
き
の
日
航
機
内
で
、
倒

し
た
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
の
角
度
を

め
ぐ
っ
て
後
ろ
の
日
本
人
男
性
客
と
口
論

に
な
っ
た
。

　

地
方
議
会
や
議
員
の
権
威
と
品
位
を
唱

え
る
な
ら
ば
、
地
方
議
員
の
暴
走
、
不
祥

事
が
止
ま
ら
な
け
れ
ば
、
タ
ガ
が
外
れ
た

地
方
議
員
の
不
祥
事
は
ま
だ
ま
だ
露
呈
さ

れ
る
だ
ろ
う
。

政
務
活
動
費
特
集
号

止
ま
ら
な
い
地
方
議
員
の
不
祥
事

※１・特例等による減額措置期間、H23.7.1 ～ H26.3.31の間の額。 資料「千葉県ホームページ、市町村資料集」より
※２・特例等による減額措置期間、H25.10.1 ～ H26.3.31の間の額。

平成25年度　市町村政務活動費の状況
平成26年1月1日現在
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お
詫
び
と
訂
正

第
53
号
２
ペ
ー
ジ
で
小
倉
議
員
の

お
名
前
が
「
小
倉
和
利
」
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
小

倉
利
一
」
で
し
た
。
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

編
集
後
記

　

し
っ
か
り
し
て
欲
し
い
。
地

方
議
員
も
一
政
治
家
で
あ
る
。

一
番
大
切
な
の
は
人
間
性
と
有

権
者
の
確
か
な
目
で
あ
る
。
議

員
失
脚
の
原
因
や
指
摘
さ
れ
る

内
容
は
人
間
性
に
起
因
さ
れ
て

い
る
も
の
が
多
い
。

　

よ
り
よ
い
政
策
に
取
り
組
む

こ
と
は
政
治
家
と
し
て
最
も
大

切
な
仕
事
で
あ
る
が
、
人
間
性

が
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
良
い

仕
事
は
と
て
も
で
き
な
い
。

 

Ｈ
・
Ｎ

長生村議会政務活動費申し合わせ事項
政務活動費を充てることができる経費（条例第７条）
項　目 内容（条例別表） 対象とする経費 備　　考

調査研究費

議員が行う村の事務、地方行財
政に関する調査研究及び調査委
託に要する経費
（調査委託費、交通費、宿泊費等）

車借上料、運転手賃金
駐車場使用料、旅行保険料
相手先への土産代
写真現像・プリント
その他調査に要する経費

①宿泊費は「議会議員の報酬及び
費用弁償等に関する条例」で定
める 10,200 円以内の実費と
する。
②交通費は、公共交通機関、タク
シー、バスの借り上げは実費と
する。自家用車を利用するとき
には、使用料として１日当たり
5,000 円を上限とする。この
場合、高速料及び車の燃料費は
実費とする。
③講師謝金は、村内居住者を講師
とする場合は、半日 5,000 円、
１日 10,000 円を基準とする。
それ以外の講師は実費とする。
④講師の宿泊費は上記①に準じ
る。
⑤視察先への土産は１者に対して
5,000 円を上限とする。但し、
送料は別途実費とする。

研 修 費

１議員が行う研修会、講演会等
の実施（共同開催を含む）
２団体等が開催する研修会、講
演会等への議員及び議員の雇
用する秘書等の参加に要する
経費

（会費、交通費、宿泊費）

車借上料、運転手賃金
写真現像・プリント
相手先への土産代
駐車場使用料
旅行保険料
その他調査研究に要する経費

会 議 費

１議員が行う各種会議、住民相
談会に要する経費
２団体等が開催する意見交換会
等各種会議への議員の参加に
要する経費

（会場費、機材借り上げ費、交
通費、資料印刷費等）

講師謝金、講師旅費
講師食事代・茶菓子代
写真現像・プリント
その他会議に要する経費

広 報 ・
公 聴 費

議員が行う議会活動及び村政に
関する政策等の広報活動に要す
る経費
（広報費・報告書等印刷費、送料、
交通費等）

会場費、会議室借上料
コピー代
写真現像・プリント代
その他広報に要する経費

要 請 陳 情
等 活 動 費

議員が行う要請陳情活動、住民
相談等の活動に要する経費

資料作成費

議員が行う活動に必要な資料を
作成するために要する経費
（印刷・製本代、原稿料等）

筆耕翻訳料、コピー代
写真現像・プリント代
新聞折込料
その他資料作成に要する経費

資料購入費

議員が行う活動のために必要な
図書、資料等の購入、利用等に
要する経費
（書籍購入代、新聞雑誌購読料
等）

コピー代
写真現像・プリント代
その他資料購入に関する経費

新聞購読料は５大紙と千葉日報と
し、政党新聞、専門誌については
調査研究に必要なもののみとす
る。

事 務 費

議員が行う活動に係る事務の遂
行に必要な経費
（事務用品・備品購入費、通信
費等）

自動車、パソコン等の備品購入費
は、資産として残らないレンタル
又はリース契約とする。

※申請には領収証を添付

※
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。


